
令和６年度縮景園内樹木定期点検仕様書 

 

 

１ 本業務の内容 

  縮景園内の樹木1,616本について、定期点検を行う。 

 

２ 本業務の実施場所  

  広島県縮景園（広島市中区上幟町２番11号） 

  

３ 業務期間  

 令和６年12月16日から令和７年３月21日まで 

   

４ 業務内容 

(1)  点検日時 

   縮景園職員、指定管理者を含めた３者で協議を行い、決定する。 

(2) 点検者 

樹木点検調査を実施する者は、次の資格のいずれかを有する者とする。 

・ 一般社団法人日本緑化センターが実施する樹木医研修を受講し、資格審査に合格した者

で、当該団体に樹木医として認定・登録されている者 

・ １級造園技能士の資格 

(3) 点検対象木 

別紙１のとおり 

(4) 点検内容 

・ 対象木について、「（5）点検方法」のとおり点検を行う。 

・ 点検結果を別紙２「樹木点検調査一覧表」に記載する。 

・ 点検結果に基づく判定結果及び対処（参考）を記入する。 

・ 枝及び主幹のどちらかの判定結果が「１」、「２」、「４」の樹木については、縮景園

職員及び指定管理者、点検者で現地確認を行い、対処方法及び今後の日常点検で注意すべ



きことについて協議する。 

(5) 点検方法 

点検は、次の方法によることを基本とする。ただし、樹高が低いもの（２～３ｍ未満程度

のもの）については、目視及び揺すり点検により診断することも可とする。 

・ 目視点検 

樹勢・樹形の活力度診断による判定を行うこと（別表１，別表２） 

主幹の傾斜について、樹形や地形を考慮し、判定を行うこと。（別表３） 

その他、子実体の有無、根本周辺の不自然な隆起の有無、樹皮の剥離・亀裂、虫穴やヤ

ニの有無、蜂やその他の虫が周辺を飛んでいないかについても備考欄に特記すること。 

・ 打音点検 

樹皮を傷つけない程度の木槌打診を行い判定を行うこと。（別表４） 

・ 揺すり点検 

樹体の揺すりによる根本強度の診断を行い、判定を行うこと。（別表５） 

・ 根際の鋼棒点検 

根際で鋼棒点検を実施し、判定を行うこと。（別表６） 

(6) 点検結果の判定方法 

点検結果をもとに次の４段階に区分して総合判定を行うものとする。 

    判定１ 通常時での倒木・枝落下のおそれがある。 

    判定２ 今すぐ倒木が発生する危険性は少ないが、今後の注意を要するもの（要観察） 

    判定３ 直ちに倒木の発生につながる異常は認められない。 

    判定４ この点検のみでは、倒木の発生のおそれが判断し難いもの。（更なる詳細調査

が必要） 

(7) 樹木点検調査一覧表 

   点検結果は別紙２「樹木点検調査一覧表」に取りまとめるものとする。 

(8) 打合せ 

   打合せ（対面）は，調査着手前及び調査完了後（対処協議）の２回を見込む。 

なお、いずれも業務履行場所において、縮景園職員、指定管理者を含めた３者での打ち合

わせとする。 

(9) 報告書作成 



別紙２「樹木点検調査一覧表」を２部提出するとともに、電子データ（CD－Ｒ等）を提出

すること。 

(10) その他 

本仕様書に明示していない事項又はその内容に疑義が生じた場合については、双方協議の

上決定する。 

また、本業務に関して知り得た情報をこの契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供し

てはならない。 



別紙１

樹種名 本数 位置図番号 樹種名 本数 位置図番号
1 イチョウ 7 １ 58 ヒイラギモクセイ 22 １２
2 スギ 13 〃 59 キンモクセイ 7 〃
3 クヌギ 2 〃 60 モッコク 72 １３
4 ニセアカシア 1 〃 61 イヌマキ 12 〃
5 カシ  　　 207 ２ 62 ネズミモチ 6 〃
6 ソメイヨシノ   71 ３ 63 緑手入れマツ 14 １４
7 シダレザクラ 2 〃 64 クロガネモチ 62 １５
8 ヒガンザクラ 1 〃 65 ウバメガシ 6 １６
9 スダジイ 1 ４ 66 モチノキ 11 〃
10 ナナミノキ 43 〃 67 サザンカ 13 １７
11 クス　　　　 123 ５ 68 イスノキ 9 １８
12 ムクノキ 24 ６ 69 トベラ 6 〃
13 エノキ 21 〃 70 ネズミモチ 3 〃
14 センダン 4 〃 71 サカキ 1 〃
15 ケヤキ 3 〃 72 ツバキ 196 １９
16 ハゼノキ 2 〃 73 ナツツバキ 1 ２０
17 タブ 15 ７ 74 ハナカイドウ 1 〃
18 タラヨウ 2 〃 75 モモ 7 〃
19 マツ　 148 ８ 76 ヤマボウシ 6 〃
20 シンジュ 1 ９ 77 摘み落としマツ 22 ２１
21 オガタマノキ 3 〃 78 本手入れマツ 44 ２２
22 アオギリ 1 １０ 79 カクレミノ 5 ２３
23 アベマキ 1 〃 80 クス：美術館歩道 15 〃
24 アメリカデイコ 1 〃 81 サカキ 9 〃
25 エゴノキ　　 1 〃 82 サルスベリ 7 〃
26 カイズカイブキ 1 〃 83 サンゴジュ 5 〃
27 カキ 1 〃 84 ヤマハゼ 7 〃
28 カゴノキ 1 〃 85 ヤマモモ 4 〃
29 カナメモチ 1 〃 86 ロウバイ 8 〃
30 カリン 3 〃 87 モミジ　 135 ２４
31 カヤ 1 〃
32 キハダ 1 〃
33 キョウチクトウ 1 〃 検査樹木数 1,616  
34 キリ 1 〃
35 クワ　 1 〃
36 ゲッケイジュ 1 〃
37 コウヤマキ 0 〃
38 サンシュユ 2 〃
39 シャクナゲ 5 〃
40 シュロ 2 〃
41 スイリュウヒバ 4 〃
42 ソテツ1ｍ以上 26 〃
43 タイサンボク 1 〃
44 タラヨウ 1 〃
45 チャボヒバ 2 〃
46 ニシキギ 2 〃
47 ニッケイ 1 〃
48 ニワウルシ 1 〃
49 ハクウンボク 1 〃
50 ハクモクレン 2 〃
51 ハナミズキ 4 〃
52 ハンカチノキ 1 〃
53 ヒノキ 1 〃
54 ビワ 1 〃
55 ベニバナトキワマンサク 2 〃
56 マユミ 1 〃
57 ウメ 129 １１

令和６年度　樹木点検樹種数量



① -1

打音点検 強制点検 根際点検

（ｍ） （ｃｍ） 判定緊急性 判定 緊急性 樹勢 （主幹）（揺すり）（鋼棒）

1 有 無
2 有 無
3 有 無
4 有 無
5 有 無
6 有 無
7 有 無
8 有 無
9 有 無
10 有 無
11 有 無
12 有 無
13 有 無
14 有 無
15 有 無
16 有 無
17 有 無
18 有 無
19 有 無
20 有 無
21 有 無
22 有 無
23 有 無
24 有 無
25 有 無
26 有 無
27 有 無
28 有 無
29 有 無
30 有 無

枝 主幹 枝 主幹
0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

点検

備考
剪定 伐採 支柱 計画

伐採
対処
予定

対処
日

枝 主幹 うち緊急性うち緊急性

調査
番号 ﾃｰﾌﾟ色 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝ

ｸﾞ色

樹高 直径

判定 3 0

判定 4 0

計 0

◇判定方法について（※危険度順位 ；  高い 1　→　2　→　3　低い　・　4）

 判定 1　通常時での倒木・枝落下の恐れがある （伐採又は支柱等の検討措置）
 判定 2　今すぐ倒木が発生する危険性は少ないが，今後の注意を要する （要観察）
 判定 3  直ちに倒木の発生につながる異常は認められない
 判定 4  簡易調査では，倒木の発生の恐れが判定し難いもの （更なる詳細調査が必要）

※緊急性　◎(要即対応)　〇(数か月以内)

判定 1 0

判定 2 0集　　計

判定区分
調査本数　(本) 累　計　(本) その他

枝 主幹

傾斜
枝 主幹 目視点検

対処

樹種名

《樹種区分》
ｽｷﾞ･ﾏﾂ
ｻｸﾗ･ﾓﾐｼﾞ

広葉樹･針葉樹

樹　木　点　検　調　査　野　帳
調査印

判定結果 点検調査項目（判定基準）
特記事項

対応

公　 園　 名 調 査 地 区 調査者

【　樹　木　点　検　調　査　一　覧　表　】
調査表

調査年月日 令和　　年　　月　　日（　　） 事　 業　 名

判定方法につい
て･･･は、
1P目のみに記載

別紙 2



差し替え 

目視 



 

主幹の傾斜・打診・根元の揺らぎ・地際・鋼棒貫入異常 
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22

7



72

6本
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サカキ　1本

3



196本
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